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♪　　編　　集　　後　　記　　♪

明けましておめでとうございます。昨年はコロナに世界中が振り回された1年でした。
今年はコロナに打ち勝つ年にいたしましょう！音楽業界も活況になりますように！

Ryu1.N

昨年の新春号編集後記を書いていた頃には想像も付かなかった１年を過ごすことになりましたが、
新しい年を迎えて、今までを踏襲するだけではない新しい活動の仕方を進めて行きたいと思いま
す。

Pesonai

平成11年7月以来、事務局の一員として務めて参りましたが、昨年12月末で卒業させていただき
ました。これまで多くの会員の皆様、関連団体の皆様のご支援に対して心より感謝申し上げます。
有難うございました。

hair ken short

明けましておめでとうございます。今年は一体どんな年になるのでしょう。本年も宜しくお願い申
し上げます。
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　昨年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、通常総会はじめ協会行事や
各委員会が主催するイベントの多くが中止もしくは形態を変えての開催を余儀なく
されました。そして、長年継続しておりました日本プロ音楽録音賞の開催も中止と
なってしまいました。それに伴い JAPRS 会報新春号も例年に比べてページ数を減ら
しての発行となりましたが、新年を迎え様々な状況に対応出来るよう新しい手法も
取り入れながら協会活動の活性化に務めて参りますので、今後とも当協会へのご支
援ご協力をよろしくお願い申し上げます。

一般社団法人 日本音楽スタジオ協会
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会長年頭挨拶

  （一社） 日本音楽スタジオ協会
 会長　高田　英男

明けましておめでとうございます。
日本音楽スタジオ協会を代表し、謹んで新春のご挨拶

を申し上げます。

音楽業界も新型コロナウイルス感染症の影響を受け、
新たなスタイルによる音楽発信が進む中、日本音楽スタ
ジオ協会においても、今出来る方法により事業計画を遂
行すべく、各委員会皆様のご理解とご協力により、オン
ラインを活用した各委員会やセミナー及び情報交換会な
どを進め、協会活動としても新たな進め方が見えてきた
昨年でした。

音楽制作現場においてもコロナ禍の影響が広がる中、スタジオ録音ならではの高音
質（良い音）とスタジオでの演奏映像によるスタジオからの音楽配信、更に４K 高画質＋
ハイレゾ音源による実験的スタジオ生配信、またリモート録音による音楽制作など、
新たなスタジオビジネスにチャレンジをしております。

時代は常に変化しており、音楽制作に対する録音スタジオの役割も変化が激しい時
代となっております。その為、日本音楽スタジオ協会としても各委員会皆様のご協力
をいただき、時代に対応したスタジオビジネス展開に向けてのセミナー推進、及び今
後スタジオ業界を背負っていただく学生の皆様にスタジオ録音現場の魅力を伝え、音
楽制作への夢を繋ぐセミナーなどを進めて参ります。

私の愛読書であります作家「城山三郎」の著書にあります「神は才能には頭を下げ
ないが、努力の継続には神の方から頭を下げてくる」という言葉を大切に、日本音楽
スタジオ協会としての活動を進めて参りますので、本年も皆様のご支援、ご鞭撻のほど、
何卒宜しくお願い申し上げます。

※ 当協会ホームページに、動画による令和３年に向けた会長からの挨拶、そして活動
指針がアップされております。
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令和２年度通常総会について

＜通常総会の決議について＞
令和２年度通常総会については、新型コロナウイルス感染症拡大予防を踏まえ、一堂に

会することは困難であると判断し、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第 58 条
1 項の規定に基づき、法人正会員（２２社）及び個人正会員（１３名）全員の同意を以っ
て通常総会の決議とすることとし、下記通常総会議案については、議案説明資料を添付の
上、「提案書」及び「同意書」の送付、そして質疑についての回答を行った上で、法人正
会員及び個人正会員全員の同意書が事務局に到着した６月 18 日（木）を以って、通常総
会決議の成立とした。

　　　　　　　《 通常総会議案 》

　　　　　　　第１号議案　令和元年度収支決算書について

　　　　　　　第２号議案　令和２年度収支予算書（案）について

　　　　　　　第３号議案　役員全員任期満了による新役員の選出について

※ なお、通常総会前の理事会および総会決議後の新役員による理事会については、新型
コロナウイルス感染症拡大予防を踏まえ WEB 会議システムを利用し、出席者の音声が
即時に適時的確な意見表明を出来る状態である事を確認の上、オンラインにより開催さ
れた。

《一般社団法人及び一般財団法人に関する法律》
（社員総会の決議の省略）
第五十八条　理事又は社員が社員総会の目的である事項について提案をした場合に
おいて、当該提案につき社員の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示を
したときは、当該提案を可決する旨の社員総会の決議があったものとみなす。
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第 17 回 JAPRS 認定「Pro Tools 技術認定試験」実施報告

例年は７月にサウンドレコーディング技術認定試験、そして９月に Pro Tools 技術認定
試験というスケジュールで実施しておりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響
が懸念されたため、４月中旬にサウンドレコーディング技術認定試験の実施を 10 月に延
期することを決定しました。その後も受験者の安全に配慮し、感染症予防対策に関する情
報を集めながら、９月の Pro Tools 技術認定試験実施の可否についても検討を重ねた結果、
当初の日程通りでの実施を決定いたしました。

試験の実施時期が変わったことにより、学校のカリキュラムにも影響があったと思いま
すが、各試験会場における感染予防対策含め、皆様のご理解ご協力により JAPRS 技術認
定試験が無事に実施出来ましたことを心よりお礼申し上げます。

新型コロナウイルス感染症予防対策（検温・消毒等）に
配慮の上、９月６日（日）、札幌 × ２、仙台 × ２、新潟、
小山、東京 × ７、横浜、川崎、名古屋 × ３、大阪 × ４、
広島、博多の 10 地区 24 ヶ所の団体受験会場に分散して、「第
17 回 JAPRS 認定 Pro Tools 技術認定試験」が実施されま
した。本年度の申請者数は 808 名に対して受験者数は 749
名となり、双方ともに過去最多の数字となりました。

なお、受験者の新型コロナウイルス感染症の発症事例は
確認されておりません。

また、今回の試験については、昨年と同様に受験者個々
の Pro Tools に関する知識をより明確に把握するために、
初級 50 問（500 点）、中級 50 問（500 点）の出題構成とし、
それぞれ「Pro Tools 概要」「録音・編集」「ミキシング」「シ
ンク・MIDI・ファイル管理など」に区分された出題としま
したが、初級問題の正答率は 70.6％、中級問題については
58.9％、全体的な正答率は 64.8％という結果になりました。
以下の通り実施結果の詳細を報告致します。

キャットミュージックカレッジ専門学校 東京地区（中野サンプラザ研修室）

非接触型温度計による検温

手・指の消毒
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（1）受験申請者 808 名　欠席 59 名　受験者 749 名
　　　最低点 100 点　最高点 1,000 点 （38 名）　　　総合平均点 641.4 点
（2）平均点詳細
　　初級１（Pro Tools 概要／ 80 点）：65.5 点
　　初級２（録音・編集／ 130 点）：90.7 点
　　初級３（ミキシング／ 150 点）：101.7 点
　　初級４（シンク・MIDI・ファイル管理など／ 140 点）：88.3 点
　　◆初級計 346.2 点
　　中級１（Pro Tools 概要／ 140 点）：90.1 点
　　中級２（録音・編集／ 100 点）：56.4 点
　　中級３（ミキシング／ 100 点）：58.4 点
　　中級４（シンク・MIDI・ファイル管理など／ 160 点）：90.2 点
　　◆中級計 295.2 点
（3）得点別人数
　　1000 ～ 900　 165 名
　　 890 ～ 800　 74 名
　　 790 ～ 700　 83 名
　　 690 ～ 600　 82 名
　　 590 ～ 500　 92 名
　　 490 ～ 400　 113 名
　　 390 ～ 300　 100 名
　　 290 ～ 200　 37 名
　　 200 ～    　 3 名
　　　　　　 計 749 名
（4）ランク別人数
　　Ａランク　1000 ～ 901 点  153 名
　　Ｂ　〃　　 900 ～ 701 点  158 名
　　Ｃ　〃　　 700 ～ 451 点  231 名
　　Ｄ　〃　　 450 ～ 201 点  203 名
　　Ｅ　〃　　 200 点以下       4 名
                           計 749 名
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オンライン技術セミナー「音楽配信に向けての基礎講座」実施報告

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、ライブ配信等が各地で行われている昨今、
録音スタジオの設備機能および音響空間を活かした高音質の配信事業を構築するためのヒ
ントを得るために、JAPRS オンライン技術セミナー「音楽配信に向けての基礎講座」を、
深田技術委員長の進行により、下記概要の通り ZOOM ウェビナーによりオンライン開催
しました。（参加者：１０１名）

日　　時：　令和２年１０月７日（水）１６：００～１８：００
開催方法：　ZOOM ウェビナーによるオンライン開催
内　　容：
　【 挨拶 】深田 晃 技術委員長

　【 Ⅰ部 】「こんなに身近になった有料配信事業の立ち上げ」
　　　　　講師：石川 勇氏 ／ 伊藤忠ケーブルシステム（株）
　　　　　　　　　　　　　   ネットワークソリューション本部メディアサービス部

　【 Ⅱ部 】「音楽発信・リモートコラボレーションと低遅延伝送 / 配信技術　
　　　　　　　　　　　　　　　　           ～ソーシャルディスタンスを越えて～」
　　　　　講師：遠藤 真氏 ／ NTT エレクトロニクス（株）
　　　　　　　　　 　　　　  映像コンポーネント事業本部ビジネス戦略室
　　　　　　　　　 　　　　  元 一般社団法人日本オーディオ協会理事

　※ 各セミナー資料につきましては、別途掲載しております。
　　 また、アーカイブ視聴を希望される方は JAPRS 事務局までお問合せください。
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技術委員会では過去３回にわたりデジタル伝送技術の勉強会（基礎～中級）を開催し、
音楽録音スタジオの新しい事業展開を考える機会を設けて来ました。

そして、このコロナ禍により配信に対する需要が高まり、実際に音楽ライブ配信事業が
動き出し関心が高まる中、配信に関する現状の技術だけではなく、それを事業とするため
のシステム構築内容を含めた JAPRS 技術セミナー「音楽配信に向けての基礎講座」を初
のオンラインで開催しました。

１部の伊藤忠ケーブルシステム（株） 石川 勇氏のセミナーでは、有料配信事業の立ち
上げに必要な基礎知識、配信に必要となるシステム構築、そして収益化した際に必要とな
る整備対応などについて分かりやすく説明され、その中で普段何の意識もなく視聴してい
る動画がどの様に自分の端末まで届いているのかなど、配信の流れを意識することができ、
今後の配信システム構築および事業化を考える上で、大いに参考となる内容でした。

そして、NTT エレクトロニクス（株）遠藤 真氏のセミナーでは、配信で生じる遅延と
取り組んで来た歴史や現状、人間の遅延に関する感覚などで生じる問題点が具体的に取り
上げられ、様々な配信の場面において何に注意して取り組まなければならないかを知るこ
とが出来たことにより、何がなんでも低遅延を求めるのではなく、配信が行われる状況を
踏まえて、如何にリモートコラボレーションして行くのかを考えることの重要さを感じま
した。

セミナー後のアンケート回答にも多くの方にご協力いただき、配信やリモートについて、
より実践的な内容が求められていることが実感できましたので、今後のセミナー開催に向
けて参考とさせていただきます。

講師の方々、そして配信場所を提供いただきましたビクタースタジオ様に心より御礼申
し上げます。

※ アーカイブ配信視聴をご希望される方は事務局までお問合せください。
 （事務局）
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第 19回 JAPRS認定「サウンドレコーディング技術認定試験」
実施報告

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、当初７月に予
定していた試験日程を延期し、Pro Tools 技術認定試験と同様
に感染症予防対策（検温・消毒等）を各試験会場にて留意の上、
10 月 11 日（日）、札幌 × ２、仙台 × ２、郡山、新潟、東京 ×
７、名古屋 × ４、大阪 × ４、広島、福岡の９地区 23 ヶ所の
団体受験会場に分散して「第 19 回サウンドレコーディング技
術認定試験」は実施されました。受験申請者数 572 名に対し、
欠席者 84 名を除く 488 名が受験しましたが、受験者で新型コ
ロナウイルス感染症の発症事例は確認されておりません。　

試験内容は例年通り四者択一マークシート方式で、音響の
理論 / 電気音響とスタジオシステム⁄レコーディング技術と先
進技術⁄音楽・音楽著作権・音楽録音の流れ・録音の歴史など
の４ジャンルから各 25 問（計 100 問、1000 点満点）が出題さ
れましたが、平均点は 692.1 点という結果になりました。

以下の通り実施結果の詳細を報告致します。

（1） 受験申請者 572 名　欠席 84 名　受験者 488 名
　　　最低点 190 点　最高点 1000 点（31 名）　平均点 692.1 点

（2） 平均点詳細（各ブロック 250 点満点）
　　Ⅰ．音響の理論
　　　　　　　　　正答率　72.7%　平均点　181.7 点
　　Ⅱ．電気音響とスタジオシステム
　　　　　　　　　正答率　67.3%　平均点  168.1 点
　　Ⅲ．レコーディング技術と先進技術
　　　　　　　　　正答率　69.0%　平均点  172.6 点
　　Ⅳ．音楽・音楽著作権・音楽録音の流れ・録音の歴史など
　　　　　　　　　正答率　67.9%　平均点  169.6 点
（3） 得点別人数
　　　1000 ～ 900　　138 名
　　　 890 ～ 800　　 56 名
　　　 790 ～ 700　　 58 名
　　　 690 ～ 600　　 52 名
　　　 590 ～ 500　　 65 名
　　　 490 ～ 400　　 58 名
　　　 390 ～ 300　　 44 名
　　　 290 ～ 200　　 16 名
　　　　　　　 0　　  1 名
　　　　　計　　　　488 名
（4） ランク別人数
　　Ａランク　1000 ～ 901 点 130 名
　　Ｂ　〃　　 900 ～ 701 点 120 名
　　Ｃ　〃　　 700 ～ 451 点 145 名
　　Ｄ　〃　　 450 ～ 201 点 92 名
　　Ｅ　〃　　 200 点以下　 1 名
                           計  488 名

福岡地区会場

ＨＡＬ名古屋
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JAPRS 2020 年度新人エンジニア育成研修会実施報告

　専門学校委員会主催による「2020 年度 新人エンジニア育成研修会～スタジオで働くた
めに今何を学ぶか～」を、新型コロナウイルス感染症拡大予防を踏まえて、ZOOM ウェ
ビナーにてオンライン開催しました。
　この研修会は、これから音楽スタジオ業界への就職を目指す JAPRS 賛助会員専門学校
１年生を対象とし、レコーディングエンジニアという仕事について、また望まれる人材と
その業務の内容を知るために開催されました。例
年は新学年に進む直前の 2 月に開催をしていまし
たが、より早く業界を理解し、よりモチベーショ
ンを高めた状態で学校生活をより有意義に過ごし
て欲しいと言う考えから、今年度は 11 月の開催
としました。
　当日は、ビクタースタジオ 401 からの配信を行
い、阿部 純也氏（東放学園音響専門学校）の司
会のもと、下記の内容で研修会を進行しました。
今回は事前登録者 120 名、当日参加者は 104 名で
したが、参加出来なかった学生に対してアーカイブ動画の配信も行ないました。

【１部】
１．会長挨拶「スペシャリストを目指して」  高田 英男 JAPRS 会長
　　ゲスト：中山 佳敬氏　　（株）JVC ケンウッド・ビクターエンタテインメント
　　　　　　　　　　　　　 　　 ビクタースタジオ チーフエンジニア

　〇 高田会長からエンジニア（スペシャリスト）を目指すための心構え、そしてエンジニ
ア中山氏との対談により、エンジニアにとって大切なクリエート力について説明がさ
れた。

２．「レコーディングとアシスタントエンジニアの仕事について」
　　内藤 重利氏　　
　（一社）日本音楽スタジオ協会 事務局長
　〇 レコーディングスタジオにはどんな仕事

があるのか、そしてそこで働く人達との
関わりの重要性や、アシスタントエンジ
ニアはどんな仕事なのかについて説明が
された。

ビクタースタジオ４０１からの発信風景
高田会長（左）と中山氏（右）
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３．「コロナ禍におけるレコーディングスタジオの状況、
　　　　　　今スタジオではどんな人材が求められているか」
　　明地 権氏　
　　（株）サウンド・シティ　営業部　部長

　〇 コロナ禍において、今レコーディングス
タジオはどんな状況なのか、またレコー
ディングスタジオで働くためには何が要
求されているのかについて話がされた。

【休憩時間 ～ ビクタースタジオ見学動画】
　〇 １部終了後の休憩に続いて、研修会の発

信場所となったビクタースタジオの見学
動画（10 分）を視聴いただき、２部のエ
ンジニアＱ＆Ａコーナーへと進んだ。

【２部】
４．「エンジニアＱ＆Ａコーナー」
　　司会進行：阿部 純也氏（東放学園音響専門学校）
　　参加エンジニア：
　　佐藤　千恵氏　サウンドインスタジオ　/　音響芸術専門学校 卒
　　眞鍋　　広氏　ビクタースタジオ　/  九州大学 芸術工学部音響設計学科 卒
　　荒谷　莉子氏　MIT STUDIO　/  城西国際大学 メディア学部メディア情報学科 卒

〇 阿部氏（東放学園音響専門学校）の司会進行により、現場で働くエンジニア３名から、
スタジオを目指したきっかけ、入社するまでの経緯や今どんな仕事をしているのか、そ
してコロナによる緊急事態宣言から現在に至るまでの過ごし方など、参加者にとって興
味深い話を聞くことが出来た。

眞鍋 広氏（ビクタースタジオ）

荒谷 莉子氏（MIT STUDIO）

司会進行：阿部 純也氏

佐藤 千恵氏（サウンドインスタジオ）
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５．「JAPRS からのインフォメーション」
　　○ 2021 年 JAPRS 企業説明会
　　　　5 月開催を予定（オンライン開催を検討中）
　　○レコーディングセミナー（スタジオワーク編）
　　　　6 月開催を予定（東京、名古屋、大阪地区開催）　    
　　○ JAPRS 技術認定試験
　　　　7 月 11 日（日）  サウンドレコーディング技術認定試験
　　　　9 月 12 日（日）　Pro Tools 技術認定試験

　今回もレコーディングスタジオやエンジニアの仕事について具体的に説明をする事で、
より多くの学生がこの業界に興味を持つきっかけとなり、そして進学年に向けた学生生活
の中で、何を学ぶべきかを理解して進んでいただけることを願っています。
　また、今回は初のオンライン開催となりましたが、地域を超えて気軽に参加出来るイベ
ント開催のきっかけとなる研修会であったと感じています。

（※ 研修会アーカイブ動画視聴を希望される方は、事務局までご連絡ください。）

　ご協力いただいた講師の皆様、エンジニアの方々、そして発信会場としてスタジオをご
提供いただきましたビクタースタジオ様に心より御礼申し上げます。
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会　員　動　向

１．会員数（令和３年１月１日現在）
　　　正会員（法人）　　２２法人　　　　　準会員　　　　２法人
　　　正会員（個人）　　１３人
　　　賛助会員Ⅰ　　　 ４３法人　　　　　賛助会員Ⅱ　　２法人

２．退会
　①準会員
　　株式会社丸二商会 １０月３１日付

　②賛助会員Ⅰ
　　株式会社 昭栄広報 ７月３１日付
　　株式会社 若林音響 ８月３１日付
　　伊藤忠ケーブルシステム株式会社 ９月３０日付

３．法人・会員代表者および住所変更、その他　
　①法人正会員 
　　○役職変更
　　　株式会社 サウンドインスタジオ　奥原　秀明
　　　（旧）グループ推進センター長
　　　（新）取締役
　　〇住所変更
　　　メモリーテック株式会社
　　　（新）〒 106-0041　東京都港区麻布台２丁目３番５号ノアビル
　　　　　 ※電話・FAX番号の変更はありません。

４．その他
　　○担当者変更
　　　経済産業省商務情報政策局コンテンツ産業課
　　　（旧）渡辺　結衣 　係長
　　　（新）佐々木 桃子　係長
　　○代表理事変更
　　　協同組合 日本映画・テレビ録音協会
　　　（旧）小野寺　修
　　　（新）志満　順一
　　○会長変更
　　　一般社団法人 日本音楽出版社協会
　　　（旧）桑波田　景信
　　　（新）稲葉　豊
　　○会長変更
　　　一般社団法人 日本作詩家協会
　　　（旧）喜多條　忠（名誉会長）
　　　（新）石原　信一
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　　○会長、事務局長変更
　　　公益社団法人 日本映像文化製作者連盟
　　・会長
　　　（旧）塚田　芳夫
　　　（新）善方　隆
　　・事務局長
　　　（旧）中嶋　清美
　　　（新）三浦　啓一
　　〇事務局長変更
　　　一般社団法人 日本オーディオ協会
　　・事務局長
　　　（旧）照井　和彦
　　　（新）末永　信一（専務理事兼務）
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♪　　編　　集　　後　　記　　♪

明けましておめでとうございます。昨年はコロナに世界中が振り回された1年でした。
今年はコロナに打ち勝つ年にいたしましょう！音楽業界も活況になりますように！

Ryu1.N

昨年の新春号編集後記を書いていた頃には想像も付かなかった１年を過ごすことになりましたが、
新しい年を迎えて、今までを踏襲するだけではない新しい活動の仕方を進めて行きたいと思いま
す。

Pesonai

平成11年7月以来、事務局の一員として務めて参りましたが、昨年12月末で卒業させていただき
ました。これまで多くの会員の皆様、関連団体の皆様のご支援に対して心より感謝申し上げます。
有難うございました。

hair ken short

明けましておめでとうございます。今年は一体どんな年になるのでしょう。本年も宜しくお願い申
し上げます。

mm
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委 員 長　中村　隆一（ミキサーズラボ）

委　　員　内藤　重利（事務局）

　 〃 　　佐藤　賢一（　〃　）

　 〃 　　伊東　真奈美（　〃　）
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【編　　集】 　総　　務　　委　　員　　会　　　　　　　　　【印刷所】 　株式会社研恒社

　昨年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、通常総会はじめ協会行事や
各委員会が主催するイベントの多くが中止もしくは形態を変えての開催を余儀なく
されました。そして、長年継続しておりました日本プロ音楽録音賞の開催も中止と
なってしまいました。それに伴い JAPRS 会報新春号も例年に比べてページ数を減ら
しての発行となりましたが、新年を迎え様々な状況に対応出来るよう新しい手法も
取り入れながら協会活動の活性化に務めて参りますので、今後とも当協会へのご支
援ご協力をよろしくお願い申し上げます。

一般社団法人 日本音楽スタジオ協会
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